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人とトキが
共に生きる島づくり

佐渡市長

渡辺 竜五

◆主な経歴◆

S58 相川町職員として就職

H19 佐渡市農林水産課
生産振興係長として
朱鷺認証制度を立ち上げる

H23 佐渡市農林水産課長に就任

R2 佐渡市長に就任



トキ（朱鷺）について…
＊昔はドウ、トウ、タウなどとも呼ばれた。

・学名 Nipponia nippon（ニッポニア・ニッポン）

・特別天然記念物、国内希少野生動植物、国際保護鳥

・レッドリストカテゴリー
日本：絶滅危惧ⅠＡ類
世界（ＩＵＣＮ）：絶滅危惧ⅠＢ類
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日本のトキの歴史日本のトキの歴史

東アジアや日本に広く生息していたトキは昭
和の始めには、絶滅したと考えられていた

昭和6年 2羽のトキが佐渡で発見される。

昭和27年 特別天然記念物指定。

昭和56年 保護のため、5羽を一斉捕獲。

同年中国で７羽のトキが発見される。

平成11年 中国江沢民国家主席から天皇陛
下にトキのペアが贈られる。

同年初めてヒナ誕生。



トキの捕獲（昭和５６年）

捕獲された５羽につけられた足環の色から
「アオ」「アカ」「キイロ」「シロ」「ミドリ」と命名



平成11年 中国から贈られたヨウヨウ（友友）・
ヤンヤン（洋洋）ペア



日本初の人工繁殖で生まれたトキ ユウユウ（優優）



小佐渡東部

トキへの意識
一部地域、一部の人のみの取り組み

トキのために・補助金の一極集中

農業と無関係な取り組みと認識
進まない生息環境の向上

トキ野生復帰への課題（放鳥前～初期）
進まない餌場整備と島民の意識



・トキビオトープ整備事業（H19～）
休耕田等をトキの餌場として維持管理
する農家等に助成する。

(小佐渡東部鳥獣保護区内）
ビオトープ21千円/10a 

冬季たん水10千円/10a

ドジョウ養殖普及事業（H18～）
トキの餌となるドジョウの養殖に取り組
む
農家等に助成
施設等の設置に必要な初期投資経費
上限250千円（1/2補助）

・トキの生息環境の再生

トキだけのため



農業の危機

1975 １９９０ ２００３ ２００９

消費量２５年で４４％の減 ①生産量の減少
米価１３年で４０%の減 ②価格の下落

耕作放棄地の増⇒里山の崩壊



近代化の象徴である
コンクリート水路

大規模化、低コスト化農業が生み出す形

進む耕作放棄地（水
田を放棄）



トキの餌は（１羽当り）
１日 １８５ｇ

（ドジョウ 約２５匹）
１年 ６７．５㎏
（飼育記録より）

トキの餌場は

２，０００ｈａの水田やビオトープが必要
（１羽当り３３ｈａ ６０羽定着）

佐渡島全体での生息環境の再生が重要



ブランド化に向けた方向性
○販売不振の５，０００トンが販売できること。

ここがポイント。 作れない（生産調整）を解消

○量とブランドは正反対。やや高く、多くの店で使
える価格設定と佐渡のＰＲによる佐渡米の発信

販売目標によって対象面積が変化
５，０００トン（8万3千人） 約１０００ｈａ

参加しやすい制度+

消費者のわかりやすい制度

トキではなく生きものを守る農業を島全体に広げ、
島全体の環境を守る取り組みのブランド



生態系
の再生

「生きものを
育む農法」
を農業技術へ

２００７年（平成１９年）

産官民が一体となった取り組み

朱鷺と暮らす郷づくり認証制度 発足
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～朱鷺と暮らす郷米～



主食用水稲栽培面積の約2割が朱鷺認証制度に取組む

■主食用水稲作付に対する認証米割合推移

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

朱鷺と暮らす郷づくり認証制度 推移



２０１０年６月１３日 「生きもの調査の日」 宣言

６月第２日曜日、８月第１日曜日に生きもの調査を実施

農家だけではなく、子どもたちや都市住民も参画

生きもの育む農業が、小さな「命」に目を向ける仕組みに

都市との交流 環境教育

認証米の役割 生物多様性の視点



GIAHSで認定された農業遺産システム名

「トキと共生する佐渡の里山」

２０１１年 ＧＩＡＨＳ（世界農業遺産）認定



受け継がれる多様な自然と伝統文化

鬼太鼓 岩首昇竜棚田

能

小倉千枚田



守るべき農村の原風景



佐渡トキ応援お米プロジェクト

募金総額は約3,000万円となり、更に朱鷺認証米への理解が深まる

次世代への継承



オーガニック食材を
活用した保育園給食

保育園・学校給食に無農薬・無化学肥料米を提供へ！！

次世代への継承



世界農業遺産・世界文化遺産を活用した新たな展望

・低炭素、生物多様性、循環型社会の実現
・独自の歴史や文化、環境を活用

「佐渡らしい暮らしの豊かさ」を提案
二拠点居住化の推進、移住・交流の拡大

（1/28 世界遺産国内推薦決定）（佐渡金山道遊の割戸）

令和5年の世界遺産登録目指す


